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第３期科学技術基本計画（戦略重点科学技術(*2)）において、がんに関する研究は戦略重点

科学技術の一つである「標的治療等の革新的がん医療技術」に選定され、「がんの予防・診断

・治療技術の向上」、「標準的治療法の確立」及び「がん医療水準の均てん化」を強力に推進

することとされている。平成18年６月に「がん対策基本法」(*3)が成立し、がん対策を総合的

かつ計画的に推進するための基本理念として、がんに関する研究の推進が定められ、基本的施

策として、「がんの本態解明、革新的ながんの予防、診断及び治療に関する方法の開発その他

のがんの罹患率及びがんによる死亡率の低下に資する事項についての研究」を促進していくこ

とが求められている。平成19年６月、政府が、がん対策基本法に基づき策定した「がん対策推

進基本計画」(*4)では、がん患者を含めた国民の視点に立ったがん対策の実施が求められてお

り、がんによる死亡者の減少、がん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の維持向上

を実現するためのがん対策に資する研究をより一層推進していくことを目標とすることが掲げ

られ、本研究事業ではこれらに資する一般公募型及び若手育成型の研究を推進していく。 

 

(*1) 第３次対がん10か年総合戦略 

  http://www.mhlw.go.jp/houdou/2003/07/h0725-3.html 

(*2) 総合科学技術会議（第５３回）配付資料 分野別推進戦略 

  http://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihu53/siryo2-2-1.pdf 

(*3) がん対策基本法 

  http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/gan03/pdf/1-2.pdf 

(*4)   がん対策推進基本計画 

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/06/dl/s0615-1a.pdf 

 

 

（１）第３次対がん総合戦略研究事業 

＜事業概要＞ 

がんの罹患率と死亡率の激減を目指した「第３次対がん10か年総合戦略」に基づく本研究

事業は、がんの本態解明の研究やその成果を幅広く応用するトランスレーショナル・リサー

チ、また、革新的な予防、診断、治療法の開発を推進することを目的としたものであり、七

つの重点研究分野を定め、研究を推進することとしている。 

平成22年度から始まる４年間は、「第３次対がん１０カ年総合戦略」の最終期間と位置づ

けられ、目標達成に資する研究の一層の充実を図る。なお、今回採択される研究課題につい

ては、各研究期間の最終年度において具体的な成果が求められる。事前評価点が低い場合、

採択を行わない公募研究課題もありえることに留意すること。 

（なお、ここでいう「がん」とは悪性新生物全体を指す。） 

この公募は、本来、平成22年度予算成立後に行うべきものであるが、できるだけ早く研

究を開始するために、予算成立前に行うこととしているものである。従って、成立した予

算の額に応じて、研究費の規模、採択件数等の変更が生じる場合等がある。 

 

【研究分野１】発がんの分子基盤に関する研究  

＜新規課題採択方針＞ 

発がんの外的要因・宿主要因のもたらすジェネティック・エピジェネティックな遺伝子異

常が、いかに遺伝子発現の異常を介してがんの多様な特性の決定に寄与するかについて、多

くの臨床材料等を対象とした詳細な検討を行い、難治がん及び日本人で頻度の高いがんを中

心に、多段階発がん過程の分子機構を明らかにする。 

また、こうして得られた知見のがん予防・診断・治療への革新的な応用を目指す。 

 


